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紹
　
介

島
津
忠
夫
著

『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
全
十
五
巻米

　
田
　
真
　
理
　
子

平
成
二
十

一
年
の
春
、
『
島
津
忠
夫
著
作
集
　
第
十
五
巻
　
拾
遺

。
索
引
』

（和
泉
書
院
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
奥
付
は
二
〇
〇
九
年
二
月
十
六
日
。
第

一

巻
が
発
行
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
は
六
年
の
年
月
が
流
れ

た
こ
と
に
な
る
。
『島
津
忠
夫
著
作
集
』
全
十
五
巻
の
中
で
最
も
早
い
時
期

の
著
述
は
、
『
第
十

一
巻
　
士
ム
能
史
』
第
七
章

「
続
劇
評
ノ
ー
ト
ー
日
記
の

片
端
か
ら
―
、
二
、
文
楽
」
の

「付
記
」
に
引
用
さ
れ
た

「
文
楽
鑑
賞
　
老

師
の
芸
境
―

「
生
写
朝
顔
話
」
を
観
て
―
」
で
あ
る
。
大
阪
第

一
師
範
学
校

の
同
人
誌

『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
　
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
』

一
号

（昭
和
二
十

一
年
十
月
）
に
掲
載

さ
れ
た
、
島
津
先
生
二
十
歳
の
文
章
。
最
新
は
、
第
十
五
巻
の
第
二
章

「北

海
道
に
渡

っ
た
連
歌
師
卜
純
と
中
世
北
方
史
」
で
あ
ろ
う
か
。
コ
“文
』
九

〇
号

（平
成
二
十
年
六
月
）
掲
載
の
論
文
を
増
補
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
年

の

一
月
に
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
も
新
し

い
。
こ
の
よ
う
に

『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
全
十
五
巻
に
は
、
約
六
十
年
間
の

著
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
発
案
か
ら
企
画

・
整
理

。
構
成
そ
し
て
解

説
ま
で
を
、
島
津
先
生
自
ら
が
行
わ
れ
た
点
に
何
よ
り
の
特
色
が
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
各
論
文
を
収
録
さ
れ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
す
べ
て
を

再
検
討

・
再
調
査
さ
れ
、
ま
た
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
論
考
も
少
な
く
な
い
。

こ
こ
数
年
の
島
津
先
生
の
記
憶
と
い
え
ば
、
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た

校
正
を
次
々
と
こ
な
さ
れ
て
い
く

一
方
で
、
全
国
を
飛
び
回
り
、
調
査
を
さ

れ
、
新
し
い
着
想
を
確
か
め
、
形
に
さ
れ
て
い
っ
た
お
姿
で
あ

っ
た
。
こ
れ

ら
に
費
や
さ
れ
た
六
年
と
い
う
歳
月
は
、
は
た
し
て
長
か

っ
た
の
か
、
短

か

っ
た
の
か
。

島
津
先
生
の
著
作
集
の
ご
紹
介
を
、
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、　
一
番
に
、

も

っ
と
適
任
の
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
校
正
の
手
伝
い
を
し
た

人
で
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
毎
月
先
生
の
お
宅
で
開
か
れ
る
研
究
会

に
参
加
し
て
、
折
々
に
う
か
が

っ
た
著
作
集
に
関
す
る
お
話
を
記
す
こ
と
に

は
意
味
も
あ
ろ
う
と
思
い
、
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
著

作
集
を
開
い
て
み
る
と
、
す
べ
て
の
論
文
に
は

「
付
記
」
が
付
さ
れ
、
各
巻

の
全
体
的
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「解
説
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
た
。
第
十

五
巻
に
は
、
「著
作
集
総
目
次
」
と

「
月
報
総
目
次
」
と
が
掲
載
さ
れ
、
さ

ら
に

「
解
説
　
お
お
け
な
く
も
―

『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
に
よ
せ
て
―
」
で

は
、
先
生
ご
自
身
が
、
完
成
ま
で
の
い
き
さ

つ
と
、
全
十
五
巻
の
概
要
を
記

さ
れ
て
い
た
。
私
が
お
聞
き
し
た
執
筆
に
か
か
わ
る
事
柄
は
、
そ
れ
ら
の
中

に
す
べ
て
書
か
れ
て
い
た
。
曖
昧
だ

っ
た
事
実
関
係
は
明
確
に
な

っ
て
、
納

得
さ
せ
ら
れ
も
し
た
。
で
は
何
を
記
せ
ば
よ
い
の
か
。
困
り
果
て
て
、
先
生

に
お
目
に
か
か

っ
た
際
に
、

つ
い
で
を
装
い
、
著
作
集
に
つ
い
て
の
何
ら
か

を
引
き
出
そ
う
と
試
み
た
が
、
浅
は
か
な
謀
は
す
ぐ
に
お
気
づ
き
に
な
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
結
局
、
い
く

つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
く
だ
さ

っ
た
。
し
た

が

っ
て
、
以
下
に
記
す
こ
と
は
、
先
生
の
お
言
葉
に
導
か
れ
て
行

っ
た
作
業

の
結
果
に
す
ぎ
ず
、
い
わ
ば
こ
れ
も
、
形
を
変
え
た
先
生
の

「解
説
」
と
い

う
べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

各
巻
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



第

一
巻
　
文
学
史

第
二
巻
　
連
歌

第
二
巻
　
連
歌
史

第
四
巻
　
心
敬
と
宗
祗

第
五
巻
　
連
歌

・
俳
諸
―
資
料
と
研
究
―

第
六
巻
　
天
満
宮
連
歌
史
　
付
、
法
楽
連
歌
ほ
か

第
七
巻
　
和
歌
史
　
上

第
八
巻
　
和
歌
史
　
下

第
九
巻
　
近
代
短
歌
史
　
付
、
歌
枕

。
俳
枕

第
十
巻
　
物
語

第
十

一
巻
　
士
ム
能
史

第
十
二
巻
　
現
代
短
歌
論

第
十
三
巻
　
作
品
―
短
歌

・
連
歌

・
随
想
―

第
十
四
巻
　
国
文
学
の
世
界

第
十
五
巻
　
拾
遺

・
索
引

巻
に
よ

っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
著
書
を
軸
に
構
成
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

そ
し
て
、
論
文
は
再
録
と
い
う
形
を
と
り

つ
つ
も
、
す
べ
て
に
手
直
し
が
施

さ
れ
て
い
る
。
資
料
紹
介
も
、
現
在
見
ら
れ
る
も
の
は
す
べ
て
原
本
に
当
た

り
直
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
解
題
に
も
追
加
事
項
が
多
い
。
完
全
に
直

し
た
も
の
、
文
字
遣
い
程
度
の
訂
正
に
留
ま
る
も
の
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

今
後
は
、
ど
の
論
文
も
、
翻
刻
も
、
著
作
集
か
ら
引
用
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
著
作
集
に
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
論
文
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
の
論
文
検
索
に
は
か
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
気

づ
か
れ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

た
し
か
に
お

っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
新
稿
の
論
題
を
本

稿
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
は
そ
の
前
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
で
、
著
作

集
に
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
論
文
の
検
索
を
試
み
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
は
日
本
国
内
で
発
表
さ
れ
た
国
文
学
関
係
の
研
究
論
文
の
目
録
で
あ
り
、

国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
雑
誌

。
紀
要

・
単
行
本

（論
文
集
等
）
を

も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
発
表
媒
体
に
よ

っ
て
は
載
録
さ

れ
な
い
論
文
が
あ
り
、
ま
た
、
著
作
物
に
直
接
執
筆
さ
れ
た
論
考
は
採
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
本
著
作
集
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
検
索
に
か
か
ら
な
い
論
文
が
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
シ
ス
テ

ム
上
の
問
題
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
た
と
え
ば
、
巻

の
構
成
に
あ
わ
せ
て
、
複
数
の
論
考
を

一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
論
文
が
あ
る

が
、
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
検
索
さ
れ
な
か

っ
た
。
検

索
さ
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
研
究
す
る
こ

と
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
例
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
本
著
作

集
の
特
色
が
見
ら
れ
る
と
考
え
、
次
に
、
三

つ
の
具
体
例
を
あ
げ
て
示
し
て

み
よ
う
と
思
う
。

第
六
巻
第

一
章

「
大
阪
天
満
宮
連
歌
史
」
の

「
二
、
宗
因
と
そ
の
後
の
西

山
家
」
は
、
十
二
節
か
ら
な
る
論
文

で
、
「付
記
」
に
は
、　
一
～
十

一
は
、

『
近
世
文
芸
』
五
八
号

（平
成
五
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
同
題
の
論
文
を

補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
十
二
は
、
『会
報
　
大
阪
俳
文
学
研
究
会
』

二
八
号

（平
成
六
年
十
月
）
に

「
宗
因
と
そ
の
後
の
西
山
家
　
補
遺
」
と
題



し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
で
検
索
さ
れ
る
。
し
か
し
、
著
作
集
で
は
、
「付
記
」
の
末
尾

に
、
論
文
の
注

（
Ｈ
）
に
示
さ
れ
た
、
含
翠
堂
文
庫
蔵

『宗
信
君
有
馬
山
の

記
』
（土
橋
宗
信
筆
）
付
載

『
連
歌
仙
三
十
六
人
時
代
不
同
』
が
新
た
に
翻

刻
さ
れ
、
本
書
に
つ
い
て
の
解
説
も
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

第
七
巻
第
三
章

「
『
拾
遺
抄
』
か
ら

『
拾
遺
和
歌
集
』

へ
―
異
本
拾
遺
集

を
め
ぐ

っ
て
―
」
は
、
も
と

『
国
語
国
文
』
の
昭
和
三
十
六
年
二
月
号
に
同

タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
れ
た
論
考
で
あ
り
、
『
和
歌
文
学
史
の
研
究
　
和
歌
編
』

（平
成
九
年
六
月
、
角
川
書
店
）
に
も
、
同
じ
論
題

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

著
作
集
の

「付
記
」
に
は
、
『
和
歌
文
学
史
の
研
究
　
和
歌
編
』
の
論
文
は
、

最
小
限
の
訂
正
を
加
え
た
だ
け
で

「
最
初
の
論
考
の
ま
ま
に
踏
襲
し
て
収
め

た
も
の
で
あ

っ
た
」
が
、
そ
の
後
、
片
桐
洋

一
氏
か
ら
受
け
取
ら
れ
た
歓
喜

光
寺
本
の
写
真
の
コ
ピ
ー
と
、
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
の
多
久
本
の
調
査

と
に
よ

っ
て
、
里
日
き
改
め
た
」
と
記
し
て
あ
る
。
第
七
巻
は
平
成
十
七
年

六
月
の
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
最
初
の
論
文
か
ら
は
四
十
数
年
を
経
て
の
改
稿

と
な
る
。
著
作
集
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
大
き
く
改
め
た

一
本
と
の
こ
と
。

な
お
検
索
に
か
か
る
の
は
、
最
初
の
論
文
の
み
で
あ
る
。

第
八
巻
第
四
章

「
『
為
兼
卿
和
歌
抄
』
と
玉
葉

・
風
雅
の
歌
風
」
は
三
節

か
ら
な
り
、　
一
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

『
中
世
歌
学
集
　
書
目
集
』
（平

成
七
年
、
朝
日
新
聞
社
刊
）
の
解
題
、
二
は
、
「京
極
為
兼
の

『
為
兼
卿
和

歌
抄
ヒ

翁
短
歌
』
十
七
巻
七
号
、
昭
和

四
十
五
年
七
月
）
、
三
は
、
「
玉

葉

。
風
雅
の
歌
風
」
「
ひ
の
く
に
』
昭
和
三
十
五
年
九
月
）
に
よ
る
。
論
文

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
で
は
二
の
み
が
検
索
さ
れ
る
。
ま
た

『
和
歌
文
学
史
の
研

究
　
和
歌
編
』
に
は
、
い
ず
れ
の
論
考
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
も
は
や
検
索
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
で
な
い

こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
著
作
集
を
順
々
に
読
み
進
め

る
読
者
に
と

っ
て
は
、
先
生
の
研
究
に
対
す
る
厳
密
で
真
摯
な
姿
勢
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
後
追
い
を
し
よ
う
と
す
る
研
究
者
に

は
、　
一
種
の
挑
戦
状
に
見
え
は
し
な
い
か
。
改
稿
の
跡
は
網
の
目
の
よ
う
に

著
作
集
全
体
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、
後
進
の
我
々
に
常
に
緊
張
を
強
い

る
こ
と
を
迫
る
か
の
ご
と
く
に
感
じ
ら
れ
る
。
先
生
が
ご
自
身
で
著
作
集
を

編
ま
れ
た
意
図
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
し
て
、
今
回
の
作
業
を
通
し

て
、
検
索
シ
ス
テ
ム
に
頼
る
こ
と
の
危
う
さ
を
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
強

く
諭
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。

こ
こ
に
至

っ
て
す
で
に
改
稿
と
新
稿
と
の
境
目
は
定
か
で
な
く
、

つ
ま
り

は
、
「
島
津
忠
夫
」
の
研
究
を
跡
付
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
ま
ず
最
初
に

著
作
集
を
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
や
連
歌

の
研
究
だ
け
で
は
な
い
。
夏
目
漱
石
に
つ
い
て
も
、
源
氏
の
成
立
論
も
あ
る
。

分
野
を
問
わ
ず
、
研
究
者
は
必
ず

『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
を
開
い
て
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
お
か

つ
、
こ
こ
に
著
作
集
に
お

け
る
新
稿
を
掲
出
す
る
の
は
、
や
は
り
そ
れ
ら
に
は
、
探
し
出
す
た
め
の
手

が
か
り
が
少
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
他
の
媒
体
に
収
録
さ
れ

て
い
な
い
点
を
基
準
に
抽
出
し
た
が
、
判
断
は
難
し
か

っ
た
。　
一
部
の
み
が

既
出
の
も
の
も
、
省
略
し
た
。



第
四
巻
　
第
二
章

「
十
四
、
宗
祗
終
焉
の
旅
と

『
宗
祗
終
焉
記
ヒ
、
同

「十

六
、
宗
祗
画
像
の
変
遷
」

第
五
巻
　
第
二
章

「
一
、
下
葉
」
、
同

「
二
、
卜
純
句
集
」
（翻
刻
部
分
）
、

第
二
章

「
四
、
宗
祗

一
座
百
韻

（
２
）
明
応
八
年
三
月
七
日

『
賦
何
人
百

韻
Ｌ
第
九
巻
　
第

一
章

「
十

一
、
現
代
短
歌
の
黎
明
期
―

「
日
光
」
か
ら

『
新
風

十
人
』
ま
で
―
」
、
同

「十
四
、
斉
藤
史
と
坪
野
哲
久
」
、
同

「十
六
、
現
代

短
歌
と
塚
本
邦
雄
―
な
か
ば
回
想
的
に
―
」
、
第
二
章

「
二
、
歌
枕
よ
り
俳

枕

へ
―
た
と
え
ば
肥
前
の
場
合
―
」

第
十
巻
　
第
二
章

「
一
、
葵

・
賢
木
か
ら
須
磨

へ
―
伏
線
と
芽
―
」
、
同

ヨ

一、
澪
標
か
ら
絵
合

へ
―
蓬
生

。
関
屋
の
位
置
づ
け
―
」

第
十

一
巻
　
第
二
章

「
十
三
、
能

。
狂
言
資
料

（３
）
多
久
市
郷
土
資
料
館

蔵
謡
本
」
、
第
四
章

「
『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
を
読
む
」
、
第
六
章

「雑
編
」

の
う
ち

「
一
つ
の
メ
モ
か
ら
」
、
第
七
章

「
続
劇
評
ノ
ー
ト
ー
日
記
の
片
端

か
ら
―
」
の
す
べ
て

第
十
二
巻
　
第
四
章

「
八
、
永
井
陽
子
論

（
３
）
伊
藤
邦
子
氏
宛
返
信
案

。

（
５
）
車
座

。
（
６
）
永
井
陽
子
没
後
の
こ
と
」
、
第
五
章

「
現
代
短
歌
の
レ

ト
リ

ッ
ク
」
の
う
ち

「
二
、
本
歌
取
り
の
歴
史
―
古
典
和
歌
に
み
る
本
歌
取

り
の
ル
ー
ル
と
そ
の
姿
―
」
、
同

「
四
、
人
名
を
よ
み
込
む
歌
」

第
十
三
巻
　
第

一
章

「
一
、
歌
集
　
心
鋭
か
り
き
　
付

（
２
）
批
評
集
、
前

田
裕
志
氏
」
、
同

「
二
、
心
鋭
か
り
き
以
後
」
、
同

「
「
マ
グ

マ
」
と
私
」
、
第

一
〓
早

ヨ

、
連
歌
百
句
」
。
コ
一、
続
連
歌
百
句
」
。
コ

一、
賦
花
何
連
歌
｝

「
五
、
連
歌
張
行
―
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
―

（
２
）
連
歌
張
行
の
記
」
、
第

一量
早

〓

、

エ
ッ
セ
イ
と
随
筆
」
。
「
八
、
ゆ
め
う

つ
つ
」
・
「九
、
上
棟
式
と

竣
工
式
―
冷
泉
家
―
」
。
「十
、
年
号
と
西
暦
」
。
「十

一
、
『
道
』
か
ら
」
の

す

べ
て

・
「十
二
、
「
歌
姫
」
小
論
―
清
原
和
義
氏
を
偲
ん
で
―
」
の
う
ち

沢
１０
）
若
山
牧
水
の
郷
里
を
訪
ね
て
」
。
沢
１１
）
草
津
と
伊
香
保
」
・
只
１２
）

尾
上
神
社

の
尾
上
の
松
と
高
砂
神
社

の
相
生

の
松
」
、
「十
三
、
思
い
出
す

人
々
」
の
う
ち

「
（
１
）
家
森
長
治
郎
」
。
沢
２
）
西
山
隆
二
」
。
沢
３
）
頴

原
退
蔵
」
。
沢
４
）
山
崎
喜
好
」
。
沢
５
）
岡
見
正
雄
」
。
沢
９
）
今
井
源

衛
」
。
沢
１０
）
小
高
敏
郎
」
・
尺
１２
）
石
川
常
彦
」
。
沢
１４
）
清
原
和
義
∵

只
‐５
）
寺
島
樵

一
」

第
十
四
巻
　
第

一
章

「
一
、
幻
の
国
文
学
概
論
」
、
同

「
三
、
『
新
編
国
歌
大

観
』
の
成
立
す
る
ま
で
」
、
第
二
章

「付
　
着不
因

。
宗
春
父
子
短
冊

一
軸
の

か
ら
く
り
」
、
第
四
章

「随
想

で
綴

る
私

の
履
歴
」
の
う
ち

「
口
絵
」
と

「
付
、
体
験
を
通
し
て
の
教
育
制
度
雑
感
」
、
第
五
章

「
男
ひ
と
り
の
食
日
誌

―
平
成
十
三
年
―
」
、
第
六
章

「著
述
目
録
」

第
十
五
巻
　
第

一
章

「
『
古
今
和
歌
集
』
と
近
代
」
、
第
四
章

「雑
考
」
の
口

絵
、
ヨ

一、
詞
書
と
現
代
短
歌
」
、
同

「
四
、
有
名
に
し
て
不
幸
な
歌
人
た
ち

―
大
伴
家
持

・
紀
貫
之

。
藤
原
定
家
―
」
、
同

「
五
、
梅
と
和
歌

・
連
歌

・

俳
諧
―
逸
翁
美
術
館
の
展
示
を
通
し
て
―
」

研
究
論
文
以
外
の
特
色
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

第
十
五
巻
に
掲
載
さ
れ
た
総
索
引
は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
機
械
的

な

一
斉
処
理
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
基
礎
的
な
手
作
業
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
人
名
索
引
は
、
明
治
以
降
を
区
切
り
と
さ
れ
た



も
の
の
、
活
躍
時
期
の
具
合
で
不
統

一
が
生
じ
、　
一
点
ず

つ
点
検
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
万
葉
人
か
ら
現
代
人
ま
で
が
同
じ
紙
面
に
名
を
連
ね
る
。
刊
行
後

す
ぐ
に
、
校
正
を
担
当
し
た
お

一
人
か
ら

「読
め
る
索
引
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
と
か
。
ち
な
み
に
私
の
名
前
も
採

っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
す
ぐ
下

に
頼
朝
が
い
た
。

巻
毎
に
特
色
あ
る
人
に
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
月
報
も
見
逃
せ
な
い
。
装
慎

も
繊
細
で
美
し
い
。
ケ
ー
ス
の
絵
は
ご
令
嬢
の
藤
森
佐
貴
子
さ
ん
が
描
か
れ
、

題
字
は
山
口
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
。
第
十
四
巻
第
四
章

「随
想
で
綴
る
私
の

履
歴
」
の

「
口
絵
」
に
は
、
最
初
に
昭
和
二
年
四
月
撮
影
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
生
後
七

ヶ
月
の
島
津
先
生
で
あ
る
。
第
十

一
巻
第
七
章

「続
劇

評
ノ
ー
ト
ー
日
記
の
片
端
か
ら
―
」
（
の
特
に

「
三
、
宝
塚
歌
劇
し

や
、
第

十
四
巻
第
五
章

「
男
ひ
と
り
の
食
日
誌
―
平
成
十
二
年
―
」
を
楽
し
み
に

待

っ
て
い
た
読
者
が
多
く
い
た
こ
と
も
書
き
添
え
て
お
こ
う
。

第
十
三
巻
に
収
め
ら
れ
た
短
歌
に
つ
い
て
は
、
私
の
個
人
的
な
思
い
出
を

記
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
先
生
が
大
病
を
さ
れ
た
時
、
故
あ

っ
て
歌
誌

『
マ
グ

マ
』
を
拝
見
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
た
し
か
間
も
な
く
退
院
さ
れ
る

頃
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
う
。

い
く

つ
か
並
ん
だ
先
生
の
歌
の
中
に
、

三
千
円
小
川
に
落
と
し
流
れ
行
く
拾
は
む
と
し
て
覚
め
ぬ
も
う
朝

が
目
に
止
ま

っ
た

（第
十
三
巻
第

一
章

「
一
、
心
鋭
か
り
き
」
よ
り
）
。
詠

作
時
期
は
知
ら
れ
な
い
が
、
目
に
し
た
時
、
そ
れ
ま
で
深
刻
だ

っ
た
空
気
が
、

ふ
と
和
わ
ら
い
だ
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
お
元
気
に
な
ら
れ
た
今
で
も
、

時
折
思
い
出
し
て
は
、　
一
人
で
楽
し
い
気
分
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
十

一
回
現
代
短
歌
大
賞
の
受
賞
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
受
賞
は

「
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
全
十
五
巻
、
並
び
に
過
去
の
全
業

績
」
が
対
象
と
さ
れ
、
選
考
委
員
の
篠
弘
氏
に
よ
る
と
、
な
か
で
も
著
作
集

の
第
九
巻
と
第
十
二
巻
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

先
生
は
、
相
変
わ
ら
ず
お
忙
し
い
。
講
演
に
、
調
査
に
と
、
全
国
を
駆
け

回
ら
れ
、
毎
月
、
杭
全
神
社
で
連
歌
を
ま
か
れ
、
冷
泉
家
の
研
究
会
に
参
加

さ
れ
、
お
宅
で
行
な
わ
れ
る
研
究
会
で
は
今
は
心
敬
の
歌
集
を
読
ん
で
い
る
。

研
究
意
欲
は
ま
す
ま
す
旺
盛
で
あ
る
。
著
作
集
の
第
十
五
巻
は
刊
行
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
最
初
の
完
成
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
と
密
か
に
思

っ
て
い
る
。

続
刊
が
倹
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（１
）

本
書
の
刊
記
は
西
暦
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
ま
ま
と
し
て
、
他
は
年

号
で
記
す
。
第
十
三
巻
第
二
章

「十
、
年
号
と
西
暦
」
に
倣
っ
た
。

（２
）

凡
例
で
は
、
全
般
に
わ
た
り
、
矢
野
貫

一
、
長
友
千
代
治
、
加
賀
元
子
の

各
氏
が
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
二
月
～
二
〇
〇
九
年
二
月
、

［全
十
五
巻
］

一
八
六
，
九
〇
〇
円
）

（よ
ね
だ

。
ま
り
こ
　
本
学
特
任
研
究
員
）


